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富山森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」

75
）

）
風景紀行
「」
9１

歩道と湿原

95

しろ うま だけ

�

［
富
山
署
］ 

富
山
県
富
山
市
の
黒
部
川
源
流
部

に
位
置
す
る
溶
岩
台
地
に
雲
ノ
平
が
あ
り
ま

す
。

　

雲
ノ
平
は
祖
父
岳
（
じ
い
だ
け
）
火
山
の
噴

火
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
黒
部
川
の
本
流
と
そ
の

支
流
岩
苔
小
谷
に
挟
ま
れ
た
標
高
二
、四
〇
〇

〜
二
、七
〇
〇
㍍
の
日
本
で
最

も
高
標
高
に
あ
る
溶
岩
台
地

で
、
面
積
は
約
二
五
㌶
で
す
。

　

池
塘
と
岩
が
点
在
す
る
高

山
植
物
の
宝
庫
で
、
日
本
庭

園
や
ス
イ
ス
庭
園
な
ど
と
名

付
け
ら
れ
た
群
落
地
が
庭
園

の
よ
う
に
拡
が
っ
て
お
り
、

こ
と
に
岩
と
地
面
に
張
り
つ

く
よ
う
に
び
っ
し
り
咲
い
た

キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
見
事

で
す
。

　

雲
ノ
平
は
北
ア
ル
プ
ス
の

最
奥
地
に
位
置
す
る
た
め
、

ど
の
登
山
道
か
ら
で
も
当
日

中
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
困

難
と
さ
れ
、
日
本
最
後
の
秘

境
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
雲
ノ
平
で
は
、
地
域
の

方
々
と
協
働
で
登
山
道
周
辺

の
植
生
復
元
を
行
っ
て
い
ま

す
。
復
元
の
実
行
に
あ
た
っ

て
は
、
山
小
屋
、
大
学
、
森

林
管
理
署
が
連
携
し
て
専
門
家
の
意
見
も
踏
ま

え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
ア
ク
セ
ス

　
（
所
在
地
）
富
山
県
富
山
市
黒
部
川
源
流
部

○
車
で
お
越
し
の
場
合（
富
山
県
側
か
ら
の
ル
ー
ト
）

　

北
陸
自
動
車
道
立
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
岩
峅
寺
、
有

峰
口
を
経
由
し
有
峰
林
道
（
有
料
）
か
ら
折
立

（
登
山
口
）。
折
立
か
ら
、
太
郎
平
、
薬
師
沢
を

経
て
雲
ノ
平
に
到
達
す
る
。
立
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
登

山
口
ま
で
車
で
約
一
時
間
三
〇
分
、
登
山
口
か

ら
雲
ノ
平
へ
は
一
日
半
を
要
す
る
。

【
周
辺
施
設
等
】　

　

有
峰
森
林
文
化
村
：
有
峰
ダ
ム
を
中
心
に
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
宿
泊
施
設
、
遊
歩
道
等
が
整
備

さ
れ
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

北
ア
ル
プ
ス
の
最
奥
地

キバナシャクナゲ 池塘

雲ノ平、黒部五郎岳、白山

黒部五郎岳 白山

雲ノ平

有峰湖

有峰文化村の施設


